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者
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一
・
渡
邊
　
董
Ｔ

黒
沼
幹
男

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
九
世
紀
―

一
〇
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

大
坪
遺
跡
は
遊
佐
町
北
東
部
に
あ
り
、
出
羽
国
府
と
さ
れ
る
城
輪
柵
跡
か
ら

北
に
直
線
距
離
で
七

・
三
臨
の
所
に
位
置
し
て
い
る
。
遊
佐
町
で
は
こ
れ
ま
で

一　
　
も
、
平
安
時
代
の
集
落
跡
が
自

然
堤
防
上
の
微
高
地
に
数
多
く

確
認
さ
れ
て
い
る
。
調
査
は
県

こ・　
　
営
固
場
整
備
事
業

（月
光
川
上

Ｗ

　
　
流
地
区
）
に
伴
う
緊
急
発
掘
調

査
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ

る
。
遺
跡
総
面
積

一
三
二
〇
〇

〇
ポ
の
内
、　
一
九
九
〇
年
に
三

〇
〇
〇
♂
が
調
査
さ
れ
て
お
り
、

今
回
の
調
査
は
遺
跡
中
央
部
分
の
水
田

一
一
二
〇
〇
ド
を
調
査
対
象
と
し
た
。

調
査
の
結
果
、
中
央
部
を
南
か
ら
北
に
蛇
行
し
て
流
れ
る
幅
二
〇
ｍ
、
深
さ

一
・
五
ｍ
の
河
川
跡
が
検
出
さ
れ
た
。
そ
の
両
岸
に
は
居
住
域
が
形
成
さ
れ
て

お
り
、
掘
立
柱
建
物
が
二
〇
棟
ほ
ど
確
認
さ
れ
た
。
調
査
区
の
南
西
端
で
は
板

材
列
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
河
川
は
月
光
川
水
系
と
考
え
ら
れ
る
が
、
河
川
岸

辺
か
ら
三
カ
所
の
捨
て
場
が
確
認
さ
れ
、
須
恵
器

。
赤
焼
土
器

。
内
黒
土
師
器

な
ど
の
他
多
く
の
木
製
品
が
出
土
し
た
。
河
川
覆
土
上
層
に
は
灰
白
色
の
火
山

灰
が
含
ま
れ
、
分
析
の
結
果
で
は

『扶
桑
略
記
』
延
喜

一
五
年

（九
一
五
）
七

月

一
三
日
条
に

「出
羽
国
言
上
、
雨
灰
高
二
寸

（後
略
こ

と
見
え
る
降
灰
の

十
和
田
ａ
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

遺
物
は
火
山
灰
下
の
泥
炭
層
の
下
の
砂
泥
層
か
ら
出
土
し
た
。
三
カ
所
の
捨

て
場
は
須
恵
器
の
出
土
割
合
な
ど
か
ら
、
投
棄

（使
用
）
時
期
の
相
違
が
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
内
の

一
カ
所
か
ら
木
簡

一
点
、
猿
投
窯
黒
笹

一
四
号
及
び

一
九

号
窯
式
に
比
定
さ
れ
る
灰
釉
陶
器

一
三
点
の
他
、
多
く
の
墨
書
土
器
が
出
土
し

た
。
調
査
区
全
体
と
し
て
は
灰
釉
陶
器

一
九
点
、
墨
書
土
器

一
二
人
点
が
出
土

し
て
い
る
。
墨
書
土
器
と
し
て
は
灰
釉
陶
器
や
須
恵
器
杯

（糸
切
り
）
に
付
さ

れ
た

「廿
」
や
、
今
フ
切
り
の
須
恵
器
杯
に
見
ら
れ
る

「尋
」
が
注
目
さ
れ
る
。

「尋
」
は

一
九
九
〇
年
の
第

一
次
調
査
で
出
土
し
た
赤
焼
土
器
杯
に
所
見
す
る

「忌
寸
」
の
可
能
性
が
高
く
、
Д
口
わ
せ
文
字
〃
と
考
え
ら
れ
る
。
他
に
右
岸

に
位
置
す
る
捨
て
場
か
ら
は
、
皇
朝
十
二
銭
の

一
つ

「隆
平
永
宝
」
が

一
点
出

土
し
て
い
る
。
遺
跡
の
年
代
と
し
て
は
、
猿
投
窯
灰
釉
陶
器
な
ど
の
編
年
か
ら
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九
世
紀
後
半
と
推
定
さ
れ
る
が
、
歪
み
の
大
き
い
赤
焼
土
器
杯
が
主
に
出
土
す

る
捨
て
場
も
見
ら
れ
、　
一
〇
世
紀
ま
で
継
続
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ぃ

　

「潤
三
月
九
日
軍
〔脚
配
補
往

叫
呻
呻
鶏
嚇
‐‐役二
皿
瞭

（∞
牌∞
）
×
釦］
×
∞
　
ｏ
岸Φ

短
冊
型
の
文
書
木
簡
と
考
え
ら
れ
る
が
、
下
端
が
欠
損
し
て
い
る
。
裏
面
は

腐
蝕
が
目
立
つ
が
墨
痕
は
認
め
ら
れ
な
い
。
関
三
月
九
日
に
軍
□

（渡
来
系
の

人
物
か
）
が
、
「議
」
に
関
し
て
徴
発
し
た
人
物
と
使
役
の
回
数
を
記
録
し
た

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
審
避

は

『類
乗
名
義
抄
』
に
よ
れ
ば
、
「
カ
ツ
ラ
」
と

訓
む
。
こ
れ
は
古
代
に
お
い
て
甘
味
料
と
し
て
利
用
さ
れ
、
「甘
葛
煎
」
（ア
マ

ゾ
ラ
）
と
呼
ば
れ
る
。
『延
喜
式
』
大
膳
下
の
諸
国
貢
進
菓
子
条
に
は
出
羽
国

か
ら
毎
年
中
央
へ

「甘
葛
煎
」
を
貢
進
し
て
い
た
こ
と
が
見
え
る
。
そ
の
収
穫

ま
た
は
製
造
加
工
に
際
し
て
の
就
役
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
木
簡
を
も
と
に
最

終
的
に
帳
簿
様
の
文
書
に
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
年
代
に
つ
い

て
は
、
出
土
し
た
捨
て
場
が
九

一
五
年
の
火
山
灰
に
覆
わ
れ
て
お
り
、
下
限
は

こ
の
年
に
な
り
、
上
限
は
大
伴
氏
が
、
淳
和
天
皇
の
諄
大
伴
を
避
け
て
伴
氏
に

改
め
ら
れ
た
弘
仁

一
四
年

（八
≡
こ

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
釈
読
に
つ
い
て
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
平
川
南
氏
に
ご
教
示
を
い

た
だ
い
た
。

９
　
関
係
文
献

山
形
県
教
育
委
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会
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調
査
報
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）
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タ
ー
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